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３．研究開発概要 

SELEX 法による短時間での作成や標的タンパク質に対する高選択性を維持して、標的タンパク質に対する

結合能と体内での安定性を改善するため、独自に開発した人工塩基 DNA アプタマーの作成技術

（ExSELEX 法）（特許出願済）とミニヘアピン DNA によるアプタマーの安定化技術を組み合わせることによ

り、人工塩基 DNA アプタマーの作成技術を確立し、高機能核酸アプタマー医薬品の高品質で安価な製造・

生産技術を確立する。 

 

４．研究開発成果 

候補配列についてドープセレクションを行い、二次構造を予測後短鎖化、ミニヘアピン DNA 付加、さらに配列

の入れ替え(リモデリング)を行うことにより、血清中においても数日間は安定な人工塩基 DNA アプタマー

Xenoligo を開発する安価で簡便な方法を確立した。Xenoligo は、高次構造を取りやすく、凍結乾燥品を

そのまま緩衝液に溶かすだけで、高次構造を形成するので、品質管理・大量調製の大きなメリットがある。 

 

３．総合評価 

本研究開発課題の研究開発達成状況はやや不十分である。 

独自の人工塩基の創出など ExSELEX 法を改良し、ミニヘアピン DNA 挿入による安定化を実現するなど、

個別課題には一定の進歩、成果があった。DNA アプタマーとしての初期の課題を解決し、特性的には前臨床

試験への移行を検討できるレベルの DNA アプタマー作出の技術的目処をつけた。NMR による構造分析と品

質管理も評価される。 

日本初のオリジナルなアプタマー創薬につながる可能性が高いので、早急に体制を立て直し、実用化を実現

することを期待する。 

 

 


